
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．趣 旨 

平成 27 年度介護保険制度改正・報酬改定では、地域包括ケアシステムの推進にむけて、様々な制

度の見直しが予定されており、介護予防訪問介護の地域支援事業への移行をはじめ、ホームヘルプ

サービスへの大きな影響が予測されます。 

一方、単身高齢者や高齢者夫婦のみ世帯、老老介護世帯等が増加するなか、制度だけでは対応で

きない多様な生活支援ニーズや孤立、生活困窮の深刻な課題が広がっています。また、より重度の

要介護者や医療ニーズがある人を地域で支える体制づくりも求められます。 

こうした状況のもと、地域包括ケアシステムの一翼を担うホームヘルプサービスの役割はますま

す重要となっています。利用者の自立を支援し、地域での暮らしを支えるために、より一層の質の

向上をはかるとともに、人材確保・育成等をはじめ経営の改善・強化をすすめることが急務です。 

本研修会では、サービス提供責任者および管理者等を対象に、ホームヘルプサービスをめぐる動

向を学ぶとともに、より質の高いサービスの提供を図るため、ホームヘルプサービスのあるべき姿

を研究・協議します。 

 

２．主 催 

社会福祉法人 全国社会福祉協議会 全国ホームヘルパー協議会 

３．期 日 

平成 26 年 12 月 15 日（月）～16 日（火） 

４．会 場 

全国社会福祉協議会 5 階 第３～５会議室 

（〒100-8980 東京都千代田区霞が関 3-3-2 新霞が関ビル 5 階） 
５．参加対象 

ホームヘルプサービス事業関係者（サービス提供責任者、管理者等） 

６．定 員   

１00 名（先着順） 

７．参加費   

全国ホームヘルパー協議会会員 7,000 円  会員外 10,000 円 

８．情報交換会 

1,000 円 ( 15 日 / 希望者のみ ) 

平成26年度 

ホームヘルプの質を高める研修会 

 開 催 要 綱  



９．内 容 

 ◆1 日目 12 月 15 日（月）13：30～17：30                              

12:30  受付開始 

13:30  開会・オリエンテーション・挨拶 

13:40～14:40 行政説明 

「介護保険制度改正の概要とホームヘルパーへの期待（仮）」 
厚生労働省老健局振興課（調整中） 

14:40～15:00 休憩 

15:00～17:30 シンポジウム 

           「地域包括ケアシステムの推進とホームヘルプサービスの役割」 

 

 

 

 

コーディネーター：立教大学コミュニティ福祉学部 教授        森本 佳樹 氏 

シンポジスト ： 広島県・江田島市社会福祉協議会 在宅福祉課長 金田 洋二 氏 

          公益財団法人 日本訪問看護財団（調整中） 

群馬県・前橋市地域包括支援センター西部 

副センター長 山田 圭子 氏 

17:45～19:00 情報交換会 

 

 ◆2 日目 12 月 16 日（火）9：00～12：45                                

9:00～11:00 パネルディスカッション 

 「サービス提供責任者に求められる役割と課題」 
               

 

 

 

 

 

パネリスト ： 全国ホームヘルパー協議会会長/糸島市社会福祉協議会 高橋三千代氏 

〃           副会長/金沢春日ｹｱｾﾝﾀｰ ﾍﾙﾊﾟｰｽﾃｰｼｮﾝ 

                                  鍋谷 晴子氏 

〃           副会長/豊田市社会福祉協議会旭支所 

ぬくもりの里ﾍﾙﾊﾟｰｽﾃｰｼｮﾝ 

神谷 洋美氏 

コーディネーター：佐甲 学 （全国社会福祉協議会地域福祉部長） 

家族や地域社会の変化により、介護保険制度だけでは対応できない生活支援ニーズや孤立、生活

困窮等の深刻な課題が広がっています。また、社会保障制度改革では、「病院完結型」の医療から

「地域完結型」の医療・介護への転換をめざし、より重度の要介護者や医療ニーズがある人を地域

で支える体制づくりが求められています。 

こうした状況を踏まえ、本シンポジウムでは、それぞれの立場から地域包括ケアシステムとホー

ムヘルプサービスの関わり、期待についてご発言いただき、住み慣れた地域での暮らしを支える体

制づくりにむけて、ホームヘルプサービスに求められる役割や課題について考えます。 

多様化するニーズに応え、より質の高いホームヘルプサービスを提供するため、サービス提供

責任者の役割はますます重要となっており、多職種との連携やアセスメントの力量もさらに高め

ていく必要があります。多岐にわたる役割が期待される一方で、ホームヘルパーの代行業務や事

務作業も多く、本来業務に十分な時間が確保できないといった声も聞かれます。本プログラムで

は、第一線での実践を踏まえてサービス提供責任者に求められる役割や今後の課題について考え

ます。 



11:00～11:15 休憩 

11:15～12:45 講 義  

「質の高いサービスを実現するための福祉人材確保・育成とは」 
 

 

 

 

 

 

 

講師：シムウェルマン株式会社  代表取締役社長 飯村 芳樹 氏 

 

10．参加締切 

   平成 26 年 12 月 5 日(金)  ただし定員になり次第締め切らせていただきます 

 

11．参加申し込み 

「参加申込・宿泊のご案内」をご覧のうえ、別紙申込書により、名鉄観光新霞が関支店にお申

込みください。 

 

12．問合せ先 

○内容に関する問い合わせ先 

  全国社会福祉協議会 地域福祉部 全国ホームヘルパー協議会  担当：仁木・水谷 

  〒100-8980 東京都千代田区霞が関 3-3-2 新霞が関ビル 

  TEL 03-3581-4655 FAX 03-3581-7858 

  E メール：z-chiiki@shakyo.or.jp 

 ○参加申し込み、宿泊等に関する問い合わせ先 

名鉄観光サービス株式会社 新霞が関支店 担当：波多野、山辺 

〒100-0013 東京都千代田区霞が関 3-3-2 新霞が関ビル LB階 

TEL 03-3595-1122 FAX 03-3595-1119 

  

経済状況の変化や労働力人口の減少傾向のなか、福祉・介護分野における人材確保難は昨今とく

に深刻化しており、訪問介護事業所においても、人材の採用や定着、育成が大きな課題となってい

ます。訪問介護事業所は、介護サービスの中でも他と比較して非常勤職員の比率が高い一方で、多

様な利用者の生活の場で、個別的なケアを提供するための高い専門性が求められます。 

多様なニーズに応え、より質の高いサービスを実現するため、今後どのように人材確保や育成に

取り組んでいくべきか、事業所としての考え方のポイントや具体的な方策について学びます。 



 

□ 会場のご案内 

 

 

・地下鉄 銀座線 「虎ノ門駅」５番出口より徒歩５分 

・地下鉄 千代田線／丸の内線／日比谷線 「霞ヶ関駅」Ａ１３番出口より徒歩８分 

・地下鉄 千代田線／丸の内線 「国会議事堂前駅」３番出口より徒歩５分 

 


